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は
じ
め
に

近
年
、
農
林
業
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
資
源
価
格
の
急
騰
が
世
界
的
な
注
目
を
浴
び
た
よ
う
に
、
世

界
的
な
穀
物
・
資
源
不
足
に
対
す
る
危
機
感
の
高
ま
り
が
あ
る
。
特
に
、
日
本
は
先
進
諸
国
の
中
で
も
、
食
料
自
給
率
が
低
い
た
め
、

今
後
安
定
的
な
食
料
供
給
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
内
で
は
、
食
の
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
が
広

が
っ
て
お
り
、
安
全
・
安
心
な
食
品
へ
の
注
目
は
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
再
生
の
観
点
か
ら
も
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
注
目

は
高
ま
っ
て
い
る
。
農
業
は
単
に
食
料
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
全
や
国
土
保
全
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
地

域
再
生
に
取
り
組
む
上
で
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
背
景
に
、
異
業
種
か
ら
の
農
業
参
入
も
相
次
い
で
い
る
（
１
）。

例
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
に
、
ワ
タ
ミ
が
ワ
タ
ミ
フ

ァ
ー
ム
を
設
立
し
、
各
地
で
農
場
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
阪
急
百
貨
店
（
現
、
阪
急
阪
神

百
貨
店
）
も
農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上
げ
、
泉
南
市
で
有
機
野
菜
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や
イ
オ

ン
も
、
農
業
生
産
法
人
を
設
立
し
、
露
地
で
野
菜
類
の
生
産
を
開
始
し
、
吉
野
家
も
農
業
生
産
法
人
を
設
立
し
、
牛
丼
用
の
玉
ね
ぎ

の
生
産
を
開
始
し
た
。
豊
田
通
商
は
、
大
手
商
社
で
初
め
て
農
業
生
産
に
参
入
し
、
宮
城
県
で
農
業
生
産
法
人
を
設
立
し
、
露
地
で

パ
プ
リ
カ
を
生
産
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
中
電
工
な
ど
も
農
業
参
入
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
各

種
メ
ー
カ
ー
が
、
植
物
工
場
を
設
立
す
る
事
例
も
相
次
い
で
い
る
。
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融
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他
方
、
銀
行
・
証
券
会
社
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る
農
林
業
再
生
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
野
村
グ
ル

ー
プ
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
農
業
専
門
会
社
を
立
ち
上
げ
、
地
域
経
済
再
生
の
観
点
か
ら
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
地
方
銀
行
の
中
で
は
、
北
洋
銀
行
や
愛
媛
銀
行
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
す
で
に
農
業
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
民
間
の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
や
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
な
ど

が
、
農
業
フ
ァ
ン
ド
や
森
林
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
一
般
の
個
人
投
資
家
か
ら
出
資
を
集
め
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
上
で
、
農
林
業
再
生
に
お
け
る
金
融
機
関
の
役
割
を
考
察
す
る
。

１
　
農
業
フ
ァ
ン
ド

農
業
に
関
連
す
る
フ
ァ
ン
ド
を
概
観
す
る
と
、
以
下
の
農
業
フ
ァ
ン
ド
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
投
資
育
成
株
式
会
社
の
農
業
フ
ァ
ン
ド

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
投
資
育
成
株
式
会
社
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
設
立
（
資
本
金
約
四
〇
億
円
）
さ
れ
、
株
主
は
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
（
四
九
・
八
八
％
）、
農
林
中
央
金
庫
（
一
九
・
九
八
％
）、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
一
五
・
〇
六
％
）、
全
国
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
一
五
・
〇
六
％
）、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
〇
・
〇
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
主
た
る
事
業
内
容

は
、
①
農
業
法
人
へ
の
投
資
育
成
業
、
②
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
企
業
へ
の
投
資
育
成
業
、
③
投
資
先
へ
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
、
で
あ
る
。
同
社
の
投
資
実
績
は
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
の
八
年
間
で
、
六
一
件
、
一
七
億
三
五
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
一
件
平
均
二
八
四
四
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
出
資
は
、
主
に
設
備
投
資
や
運
転
資
金
へ
の
充
当
お
よ

び
財
務
安
定
化
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
２
）
地
方
銀
行
の
農
業
フ
ァ
ン
ド

地
方
銀
行
の
農
業
フ
ァ
ン
ド
設
立
の
動
き
も
広
が
っ
て
お
り
、
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
北
洋
銀
行
の
「
農
業
者
関
連
事
業
者
向
け
の
出
資
フ
ァ
ン
ド
」（
二
〇
〇
六
年
六
月
）
は
、
総
額
一
億
円
で
、
投
資
対
象

は
、
農
産
物
の
加
工
・
流
通
会
社
、
農
機
具
・
肥
料
関
係
（
農
地
法
に
よ
る
規
制
で
、
農
業
生
産
法
人
は
対
象
外
）
と
し
て
お
り
、

一
社
当
た
り
一
〇
〇
〇
万
円
以
内
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
投
資
実
績
と
し
て
は
、「
エ
バ
ー
ウ
イ
ン
」（
肥
料
製
造
販
売
）
が
あ
り
、

同
社
は
食
品
製
造
会
社
か
ら
出
る
食
品
残
さ
や
家
畜
農
家
の
糞
尿
を
集
め
て
有
機
肥
料
や
堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
る
（
２
）。

次
に
、
愛
媛
銀
行
「
え
ひ
め
ガ
イ
ヤ
フ
ァ
ン
ド
」（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
は
、
県
内
の
農
林
水
産
業
関
連
企
業
向
け
の
フ
ァ
ン

ド
で
あ
り
、
投
資
総
額
五
億
円
規
模
、
運
用
期
間
は
、
二
〇
一
五
年
末
（
二
年
の
延
長
あ
り
）
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
投
資
額
は
一

社
当
た
り
五
〇
〇
万
円
〜
三
〇
〇
〇
万
円
程
度
、
最
高
五
〇
〇
〇
万
円
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
資
は
、
愛
媛
銀
行
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
、
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
日
現
在
の
投
資
先
は
一
一
先
、
二
億
四
七
〇
〇
万
円

の
投
資
額
と
な
っ
て
い
る
（
３
）。

ま
た
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
第
一
号
は
、
み
か
ん
職
人
武
田
屋
、
活
媛
で
あ
り
、
前
者
は
か
ん
き
つ
類

を
有
機
低
農
薬
で
栽
培
し
、
個
人
宅
配
な
ど
直
販
を
行
っ
て
い
る
農
業
生
産
法
人
で
あ
り
、
後
者
は
ア
ナ
ゴ
を
養
殖
・
販
売
す
る
ほ

か
、
加
工
販
売
も
手
掛
け
て
い
る
（
４
）。

第
三
に
、
鹿
児
島
銀
行
は
、
投
資
会
社
ド
ー
ガ
ン
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
お
よ
び
鹿
児
島
県
下
の
企
業
六
社
と
提
携
し
、「
ア
グ

リ
ク
ラ
ス
タ
ー
フ
ァ
ン
ド
」（
二
〇
〇
八
年
八
月
）
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
総
額
は
七
億
円
、
運
営
は
ド
ー
ガ
ン
・
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
が
行
い
、
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
、
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
農
業
生
産
法
人
や
中
小
企
業
に
投
資
す
る
（
５
）。

二
〇
〇
九

年
九
月
時
点
で
、
合
計
五
件
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
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最
後
に
、
宮
崎
銀
行
・
宮
崎
太
陽
銀
行
、
高
鍋
信
用
金
庫
、
都
城
信
用
金
庫
、
延
岡
信
用
金
庫
は
、
県
下
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
提

携
し
、「
宮
崎
ネ
オ
ア
グ
リ
フ
ァ
ン
ド
」（
二
〇
〇
九
年
七
月
）
を
設
立
し
て
い
る
（
６
）。

同
フ
ァ
ン
ド
の
無
限
責
任
組
合
員
は
、
宮
銀
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
あ
り
、
宮
崎
県
下
の
農
業
法
人
、
食
品
加
工
（
製
造
）
業
、
食
品
流
通
（
販
売
）
業
に
投
資
す
る
。
一
社

当
た
り
の
投
資
上
限
額
は
二
億
円
、
フ
ァ
ン
ド
存
続
期
間
は
二
〇
〇
九
年
七
月
か
ら
二
〇
一
七
年
六
月
末
（
八
年
間
）
で
あ
る
。
な

お
、
第
一
号
投
資
先
は
、
有
田
牧
畜
産
業
（
肉
牛
業
）
で
あ
り
、
同
社
は
仔
牛
の
時
か
ら
薬
品
や
抗
生
物
質
を
一
切
使
わ
ず
、
肥
育

す
る
技
術
を
確
立
し
て
い
る
。

（
３
）
メ
ガ
バ
ン
ク
の
農
業
フ
ァ
ン
ド

上
述
の
よ
う
な
地
方
銀
行
に
よ
る
農
業
フ
ァ
ン
ド
設
立
が
相
次
ぐ
中
、
メ
ガ
バ
ン
ク
に
よ
る
農
業
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
も
見
ら
れ

た
。三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
三
菱
総
合
研
究
所
と
と
も
に
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン

ド
」（
二
〇
〇
九
年
二
月
）
を
設
立
し
た
。
投
資
対
象
は
、
新
た
な
技
術
や
独
自
の
生
産
方
式
を
用
い
た
農
業
法
人
や
農
業
関
連
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
で
、
一
件
当
た
り
の
投
資
上
限
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
総
額
五
億
円
規
模
で
あ
る
（
７
）。

（
４
）
政
府
系
金
融
機
関
の
農
業
フ
ァ
ン
ド

農
林
中
央
金
庫
は
、
日
本
ア
ジ
ア
投
資
と
と
も
に
「
ア
グ
リ
・
エ
コ
サ
ポ
ー
ト
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
」（
二
〇
〇
八
年
八
月
）

を
設
立
し
た
（
８
）。

投
資
対
象
は
、
農
業
関
連
を
中
心
に
、
農
業
振
興
・
環
境
貢
献
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
う
企
業
（
非
上
場
）
で
、

投
資
総
額
は
二
一
億
円
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
九
年
九
月
時
点
で
の
投
資
先
は
計
一
〇
件
で
あ
る
。
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（
５
）
公
的
機
関
に
よ
る
農
業
フ
ァ
ン
ド

京
都
府
は
、
農
商
工
連
携
の
支
援
拠
点
と
し
て
「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
京
都
」
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、「
き
ょ
う
と
農
商

工
連
携
応
援
フ
ァ
ン
ド
」（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
を
設
立
し
た
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
二
〇
億
円
、
京
都
府

二
億
円
、
地
元
金
融
機
関
等
三
・
二
億
円
の
無
利
子
貸
付
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
総
額
二
五
・
二
億
円
で
あ
る
。
対

象
事
業
は
、
府
内
の
農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
の
連
携
体
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
を
行
う
の
は
、
財
団
法
人
京
都
産
業
21
で

あ
り
、
同
財
団
は
こ
の
フ
ァ
ン
ド
総
額
を
運
用
し
、
そ
の
運
用
益
（
年
一
・
三
九
％
を
想
定
、
年
三
五
〇
〇
万
円
）
に
よ
っ
て
、
対

象
事
業
に
対
し
助
成
を
行
う
。
助
成
額
は
三
〇
〇
万
円
以
内
で
あ
る
。
ま
た
、
同
財
団
は
対
象
事
業
に
対
し
専
門
家
派
遣
な
ど
の
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
も
行
う
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
九
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
度
で
合
計
一
九
件
、
総
額
五
〇
〇
〇
万
円
の
助
成
を
行

っ
た
。
な
お
、
助
成
金
は
交
付
さ
れ
る
。

（
６
）
民
間
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
農
業
フ
ァ
ン
ド

民
間
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
の
農
業
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
運
用
す
る
フ
ァ
ン
ド
が

挙
げ
ら
れ
る
。
同
社
は
、
二
〇
〇
一
年
設
立
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社
で
あ
り
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
制
作
・
販
売
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
音
楽
事
業
を
行
う
一
方
、
音
楽
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
音
楽
フ
ァ
ン
ド
は
、
数
百

万
円
か
ら
数
千
万
円
規
模
で
、
六
〇
本
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
現
在
）
が
設
立
さ
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
音
楽
フ
ァ
ン
ド
以
外
に
も
、
後
述
す
る
森
林
フ
ァ
ン
ド
、
酒
蔵
フ
ァ
ン
ド
、
放
牧
豚
フ

ァ
ン
ド
、
ジ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
を
運
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
基
本
的
に
ネ
ッ
ト
に
よ
る
直
接
販
売
で
あ

る
。
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図
表
１

  

申
請
選
考

20億
円

無
利
子
貸
付

運
用
期
間
：
10年

間
運
用
益
：
年
3,500万

円
（
利
率
を
年
1.39％

で
想
定
。
）

助
成
事
業
費
：
3,500万

円

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

農
林
漁
業
者

中
小
企
業
者

き
ょ
う
と
農
商
工
連
携
応
援
フ
ァ
ン
ド
　
ス
キ
ー
ム
図

京
都
府
に
お
け
る
農
商
工
連
携
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
が
連
携
し
た
事
業
を
支
援
す
る

た
め
、「
き
ょ
う
と
農
商
工
連
携
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
を
設
置
す
る
。

3.2億
円

無
利
子
貸
付

22億
円

無
利
子

貸
付

京
都
府

2億
円
を
追
加

地
元
金
融

機
関
等

財
団
法
人

京
都
産
業
21

管
理
運
営
法
人

支
援
機
関

フ
ァ
ン
ド
総
額

25.2億
円

運
用
益
で

助
成

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援

（
専
門
家
派
遣
な
ど
）

連
携
体
に
よ
る
創
業
等
を
助
成

京
都
産
業
21

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
京
都

●
対
象
事
業
：
農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
社
が
連
携
体
と
し
て

　
　
　
　
　
　
創
業
等
に
必
要
と
な
る
事
業

●
助
成
率
：
２
／
３
以
内

●
助
成
額
：
300万

円
以
内

●
事
業
期
間
：
原
則
1年
　
最
大
2年
以
内

●
事
業
目
標
：
3年
以
内
に
事
業
化

　
　
　
　
　
　
以
後
当
該
事
業
の
毎
年
1％
の
成
長

審
査
方
法
：
書
面
審
査
及
び
面
接
審
査

採
択
の
考
え
方
：
●
新
規
性
　
●
市
場
性
　
●
成
長
性
　
●
地
域
力
再
生
へ
の
波
及
効
果
な
ど

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕
掛
け
づ
く
り

・
情
報
提
供
（
交
流
会
な
ど
）

・
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

巡
回
訪
問
・
掘
り
起
こ
し

マ
ッ
チ
ン
グ

・
異
業
種
交
流
会

・
経
営
相
談
へ
の
助
言
・
指
導

・
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー

連
絡
調
整

山
城
管
内

現
地
農
商
工

連
携
チ
ー
ム

現
地
農
商
工

連
携
チ
ー
ム

現
地
農
商
工

連
携
チ
ー
ム

現
地
農
商
工

連
携
チ
ー
ム

南
丹
管
内

中
丹
管
内

丹
後
管
内

連
携
体

（
出
所
）
京
都
府
Ｈ
Ｐ
：

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/nougyo-business/resources/1270607455487.pdf#

search=
'き
ょ
う
と
農
商
工
連
携
応
援
フ
ァ
ン
ド

'



投
資
先
の
ぶ
っ
た
農
産
は
、
石
川
県
野
々
市
町
に
あ
る
農
業
法
人
で
、
創
業
者
は
江
戸
後
期
か
ら
続
く
農
業
者
で
、
同
社
は
米
作

り
を
中
心
と
し
た
農
作
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
。
同
社
の
特
徴
は
、
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
消
費
者
へ
の
直
接
販
売
、
特
別
栽
培
米
の
請
負
も
手
掛
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
、

農
業
法
人
と
し
て
初
の
株
式
会
社
化
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
社
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
八
年
農
林
水
産
省
か

ら
第
一
回
「
農
業
技
術
の
匠
」
に
選
定
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
北
陸
三
県
で
初
め
て
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（Japan

G
ood

A
gricultural

Practice

）
認
証
を
受
け
て
い
る
。

こ
こ
で
運
用
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
ド
は
、「
ぶ
っ
た
農
産
特
別
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
フ
ァ
ン
ド
二
〇
〇
九
」
お
よ
び
「
ぶ
っ
た
農
産

特
別
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
フ
ァ
ン
ド
二
〇
一
〇
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
既
に
償
還
を
向
か
え
、
二
・
〇
五
％
の
利
回
り
で
分
配
を
行
っ

て
い
る
。
後
者
の
フ
ァ
ン
ド
の
概
要
は
、
一
口
五
万
円
、
募
集
金
額
は
一
〇
九
〇
万
円
（
最
大
）
で
あ
り
、
出
資
金
は
、
一
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
コ
メ
を
生
産
す
る
た
め
の
苗
や
肥
料
等
の
購
入
資
金
、
作
業
人
件
費
、
地
代
、
フ
ァ
ン
ド
手
数
料
等
に
充
当
さ
れ
る
。

ま
た
、
収
穫
さ
れ
た
コ
メ
の
販
売
量
に
応
じ
て
、
出
資
者
に
は
金
銭
と
コ
メ
で
分
配
さ
れ
る
。
分
配
例
と
し
て
は
、
販
売
量
四
八

八
o
／
一
〇
〇
〇
g
の
場
合：

約
五
万
一
六
〇
〇
円
（
利
回
り
＋
約
三
％
）、
販
売
量
三
一
五
o
／
一
〇
〇
〇
g
の
場
合：

五
万
円

（
元
本
）、
販
売
量
二
八
〇
o
／
一
〇
〇
〇
g
の
場
合：
四
万
四
四
〇
〇
円
（
元
本
毀
損
）
＋
コ
メ
約
八
o
、
と
な
る
。
な
お
、
収
穫

量
が
三
一
五
o
／
一
〇
〇
〇
g
を
下
回
っ
た
場
合
、
現
物
分
配
さ
れ
な
い
場
合
が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
ぶ
っ
た
農
産
の
過
去
一
七
年

間
の
平
均
収
穫
量
は
、
約
四
九
〇
o
／
一
〇
〇
〇
g
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
出
資
者
特
典
と
し
て
、
出
資
一
口
あ
た
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
・
五
キ
ロ
の
送
付
（
無
料
）、
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
〇
％
割
引
購

入
券
（
購
入
上
限
金
額
五
万
円
／
口
）、
田
植
え
・
収
穫
ツ
ア
ー
（
田
植
え：
五
月
、
収
穫：

九
月
）、
ぶ
っ
た
農
産
と
の
食
事
会
イ

ベ
ン
ト
の
ご
招
待
（
交
通
費
、
食
費
等
は
出
資
者
負
担
）
な
ど
が
あ
る
。

（36）



な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
手
数
料
は
、
取
扱
手
数
料：

出
資
金
の
五
・
五
％
の
ほ
か
、
運
営
手
数
料：

一
万
五
〇
〇
円
／
月
×
運
用

期
間
一
八
ヶ
月
分
（
最
大
調
達
時
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
出
資
金
の
一
・
七
％
（
一
八
ヶ
月
）
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
監
査
手
数
料：

一
〇
万
五
〇
〇
〇
円
（
最
大
調
達
時
）
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
出
資
金
の
一
・
〇
％
（
一
八
ヶ
月
）
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
、
成
功

報
酬：

リ
ク
ー
プ
後
販
売
量
×
六
八
円
／
o
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
収
穫
量
の
損
益
分
岐
点
（
三
一
五
o
／
一
〇
〇
〇
g
）
を

上
回
っ
た
収
穫
量
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

２
　
野
村
グ
ル
ー
プ
の
農
業
専
門
会
社

野
村
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
一
〇
〇
％
出
資
（
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
）
に
よ
っ
て
、

野
村
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
株
式
会
社
（
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
）
を
設
立
し
た
。
同
社
は
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
軸
に
、

地
域
活
性
化
を
通
じ
て
、
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

同
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
野
村
証
券
の
支
店
網
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
調
査
・
分
析
し
、
最
適
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

提
供
先
と
し
て
は
、
農
業
生
産
者
、
事
業
会
社
、
地
方
自
治
体
、
地
元
大
学
、
地
域
金
融
機
関
、
経
済
団
体
な
ど
で
あ
る
。
具
体
的

な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
内
容
と
し
て
は
、
地
域
活
性
化
策
の
策
定
支
援
、
産
官
学
・
地
域
間
連
携
の
支
援
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
・

育
成
支
援
、
事
業
戦
略
支
援
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
、
調
査
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
、
補
助
金
受
託
支
援
事

業
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
事
業
部
を
有
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
生
産
事
業
と
し
て
、
農
案
物
の
仕
入
・
販
売
・
加
工
・
小
売
、
農
業

資
材
の
研
究
開
発
お
よ
び
仲
介
、
店
舗
経
営
な
ど
を
手
掛
け
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
太
陽
光
利
用
型
植
物
工
場
で

（37）



の
農
作
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
な
ど
、
次

世
代
農
業
へ
の
取
り
組
み
が
含
ま
れ
て
い
る

（
図
表
２
お
よ
び
図
表
３
参
照
）。

さ
ら
に
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
一
〇
〇
％
子
会
社

と
し
て
、
野
村
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
、
農
産

物
の
生
産
に
か
か
わ
り
つ
つ
、
情
報
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
将
来

展
望
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
モ
デ
ル
を
想
定

し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

の
融
合
で
の
成
長
す
る
モ
デ
ル
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
医
療
・
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、
水
資
源
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
と
の
融
合
を
想
定
し
て
い
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
急
成
長
す
る
中
国
や
イ
ン
ド

な
ど
海
外
市
場
へ
の
進
出
に
よ
る
外
需
獲
得

モ
デ
ル
で
あ
り
、
海
外
で
の
持
続
可
能
な
循

環
型
農
業
の
実
施
や
海
外
で
の
食
材
生
産
基

（38）

図表２　野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社の組織図

■組織図

株主総会

監査役

取締役会

取締役社長

調査部 コンサルティング部 事業部 企画・総務部

■アグリビジネス
に関する調査及
び分析、並びに
情報提供
■顧客とのアグリ
ビジネス推進に
係る企画立案
■顧客からのアグ
リビジネスに関
するマ－ケティ
ング等の調査依
頼の受託

■アグリビジネス
全般にわたる調
査及び分析に基
づくコンサルテ
ーション

■顧客の経営・財
務戦略の策定及
び支援

■顧客との総合的
取引に係わる企
画立案及びその
推進

■子会社の管理
■農産物の仕入・
販売、食品の流
通・加工・小売
■農業資材の研究
開発及び仲介
■店舗運営

■NAPAの事業戦
略の企画立案・
開発
■金融ソリュ－シ
ョンの企画立
案・開発
■NAPAの資本政
策、財務戦略
■総務全般

（出所）野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社説明資料、2010年10月、３ページ。



地
の
建
設
・
運
営
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

現
在
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
設
立
直
後
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例

は
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。

３
　
森
林
フ
ァ
ン
ド

欧
米
で
は
、
森
林
投
資
が
機
関
投
資
家
の
注
目
を
集
め
、
米
国
で
の

投
資
残
高
は
、
二
〇
〇
五
年
時
点
で
一
八
〇
億
ド
ル
に
達
し
、
米
国
の

投
資
用
不
動
産
に
占
め
る
割
合
で
は
、
森
林
・
農
地
が
二
・
八
％
に
達

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
大
学
基
金
な
ど
の
機

関
投
資
家
が
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
に
対
応
す
る
実
物
資
産
保
有
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
９
）。

ま
た
、
米
国
で
は
、
機
関
投
資
家
が
森
林
投

資
を
行
う
場
合
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（T

im
berlan

d
In

vestm
en

t

M
anagem

ent
O

rganization

）
と
い
わ
れ
る
専
門
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

運
用
委
託
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
10
）。

日
本
の
場
合
、
欧
米
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
森
林

フ
ァ
ン
ド
が
設
立
・
運
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す

る
。

（39）

図表３　野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社のビジネスモデル

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
家

業務提携
顧問契約

調査・
コンサル
ティング

野村ホールディングス

100％出資

100％出資

100％出資

地方自治体
地元大学
地域金融機関
事業会社
農業生産者
経済団体　　等

ネットワーク
野村證券

農産物を生産 植物工場等

（出所）野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社ＨＰ：http://www.nomuraholdings.com/
jp/company/group/napa/



（
１
）
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
森
林
フ
ァ
ン
ド

ま
ず
、
森
林
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
運
用
す
る
フ
ァ
ン
ド
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
が
森
林
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
設
立
し
た
の
は
、「
西
粟
倉
村
共
有
の
森
フ
ァ
ン
ド
二
〇
〇
九
」
お
よ
び
「
西
粟
倉
村
共
有
の
森
フ

ァ
ン
ド
二
〇
一
〇
」
で
あ
る
。

両
フ
ァ
ン
ド
の
対
象
事
業
は
、
西
粟
倉
村
、
美
作
森
林
組
合
、
株
式
会
社
ト
ビ
ム
シ
が
共
同
で
実
施
す
る
西
粟
倉
村
の
森
林
（
最

大
一
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
対
象
に
し
た
長
期
森
林
管
理
お
よ
び
木
材
生
産
に
資
す
る
施
業
・
販
売
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ら
事
業

の
う
ち
、
ト
ビ
ム
シ
が
実
施
す
る
施
業
お
よ
び
販
売
支
援
業
務
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
の
一
部
を
出
資
者
に
分
配
す
る
。

ト
ビ
ム
シ
は
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
や
地
域
再
生
事
業
な
ど
を
手
が
け
る
ア
ミ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
上
場
）
の
一

〇
〇
％
子
会
社
で
あ
り
、
林
業
再
生
に
特
化
し
て
い
る
。
日
本
で
も
っ
と
も
施
業
技
術
の
あ
る
三
重
県
尾
鷲
の
「
速
水
林
業
」
と
の

資
本
提
携
も
行
い
、
林
業
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な
支
援
事
業
を
日
本
全
国
で
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
両
フ
ァ
ン
ド
対
象
資
金
使
途
は
、
森
林
管
理
に
係
る
生
産
性
の
向
上
と
施
業
費
用
を
低
減
す
る
高
性
能
林
業
機
械
の
購
入

費
用
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
証
明
で
あ
り
、
木
材
の
品
質
と
付
加
価
値
を
高
め
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
取
得
費
用
な
ど
で
あ
る
。

具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
は
、
図
表
４
の
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
運
用
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
フ
ァ
ン
ド
の
う
ち
、「
西
粟
倉
村
共
有
の
森
フ
ァ
ン
ド
二
〇
一
〇
」
の
フ
ァ
ン
ド
の
概
要
は
、

募
集
金
額：

二
四
二
〇
万
円
（
最
大
）、
一
口
五
万
円
（
上
限：

一
〇
口
五
〇
万
円
）
で
あ
り
、
す
で
に
「
同
フ
ァ
ン
ド
二
〇
〇
九
」

に
お
い
て
二
五
二
〇
万
円
の
募
集
を
完
了
し
て
お
り
、
両
フ
ァ
ン
ド
合
計
は
、
四
九
四
〇
万
円
と
な
る
。

出
資
者
へ
の
分
配
金
は
、
①
美
作
森
林
組
合
へ
の
施
業
支
援
に
関
す
る
林
業
機
械
レ
ン
タ
ル
収
入
（
見
込
）：

年
平
均
六
三
一
万

七
〇
〇
〇
円
×
八
年
四
ヶ
月
契
約
＝
五
三
〇
六
万
二
八
〇
〇
円
（
会
計
期
間
中
二
ヶ
月
は
積
雪
の
た
め
レ
ン
タ
ル
収
入
な
し
）、
②
木

（40）



材
の
販
売
支
援
に
関
す

る
販
売
支
援
収
入：

木

材
販
売
売
上
高
×
一

〇
％
＋
施
業
収
益
分
配

金
、
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
木
材
販
売
売
上
高

は
、
営
業
者
が
新
規
に

開
拓
し
た
販
路
（
11
）

に
お
け

る
売
上
高
を
対
象
と

し
、
想
定
販
売
価
格
・

販
売
数
量
の
減
少
に
よ

り
、
営
業
者
の
販
売
支

援
報
酬
率
（
現
状
一

〇
％
）
が
低
下
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

施
業
収
益
分
配
金
と

は
、
西
粟
倉
村
が
主
体

と
し
て
受
取
る
販
売
売

（41）

図表４　「西粟倉村共有の森ファンド2010」のスキーム

　ファンド資金の流れ
　事業売上の流れ

モノ・サービスノ流れ

美作森林組合
西粟倉村
百年の

森林創造事業

製材会社
木材市場
工務店等

林業機械
メーカー

森林所有者

FSC
認証機関

出資者

（株）トビムシ
（営業者）
西粟倉共有の森
ファンド2009
（匿名組合勘定）

ミュージック
セキュリティーズ（株）
セキュリテ

施業委託費
木材販売
木材販売売上

木材販売売上木材販売

販売支援

販売支援報酬
施業収益分配金 施業収益

分配金

・林業機械レンタル
・施業支援
・販売支援

林業機械
レンタル料

FSC
認証費用

委託報酬
出資 分配

出資 分配

ファンド
・取扱
・運営
・監査

林業機械
購入

（出所）ミュージックセキュリティーズＨＰ：http://www.musicsecurities.com/communityfund/
details.php?st=i&fid=145



上
高
か
ら
美
作
森
林
組
合
へ
の
施
業
委
託
費
、
ト
ビ
ム
シ
へ
の
販
売
支
援
支
払
、
原
木
市

場
手
数
料
、
森
林
保
険
料
な
ど
の
経
費
を
差
し
引
き
、
利
益
が
残
っ
た
場
合
、
森
林
所
有

者
と
ト
ビ
ム
シ
に
施
業
収
益
分
配
金
と
し
て
配
分
さ
れ
る
。
具
体
的
な
収
益
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
図
表
５
で
あ
る
。

な
お
、
出
資
者
へ
の
特
典
と
し
て
、
①
西
粟
倉
村
の
森
の
学
校
施
設
内
に
出
資
者
名
を

記
載
し
た
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
②
西
粟
倉
村
の
木
の
家
（
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
）
無
料
宿
泊
お

よ
び
温
泉
入
浴
権
の
付
与
、
③
西
粟
倉
村
森
の
村
振
興
公
社
の
施
設
利
用
割
引
な
ど
が
あ

る
。

（
２
）
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
「
森
林
フ
ァ
ン
ド
・
一
号
投
資
事
業
匿
名

組
合
」（
二
〇
〇
六
年
）

ま
ず
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
は
、
エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
投
資
事
業
、

森
林
再
生
事
業
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
型
投
資
顧
問
事
業
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
イ
ン

ベ
ス
タ
ー
（
持
続
可
能
な
投
資
家
）
育
成
事
業
、
企
業
価
値
向
上
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
、
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
経
営
陣
は
野
村
証
券
、
野
村
プ
リ

ン
シ
パ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
金
融
機
関
出
身
者
で
あ
る
。
す
で
に
、
二
〇
〇
六
年
七

月
、
エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
・
フ
ァ
ン
ド
・
一
号
投
資
事
業
匿
名
組
合
を
募
集
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
環
境
対
策
に
優
れ
た
法
人
、
将
来
的
に
環
境
改
善
の
可
能
性
が
高
い
法
人
、
環

（42）

図表５　「西粟倉村共有の森ファンド2010」の収益シミュレーション

（出所）ミュージックセキュリティーズＨＰ、http://www.musicsecurities.com/communityfund/
details.php?st=i&fid=145

事業収益 出資者収益
機械レンタル
収入（円）

販売支援
収入（円）

１口払戻額
（円）

利回り
源泉徴収後

１口受取額（円) 利回り
53,062,800 0 42,966 －14.10% 42,966 －14.10%
53,062,800 5,000,000 45,496 －9.00% 45,496 －9.00%
53,062,800 10,000,000 48,027 －3.90% 48,027 －3.90%
53,062,800 13,899,520 50,000 0.00% 50,000 0.00%
53,062,800 15,000,000 50,256 0.50% 50,205 0.40%
53,062,800 20,000,000 51,420 2.80% 51,136 2.30%
53,062,800 25,000,000 52,584 5.20% 52,067 4.10%



境
改
善
の
寄
与
度
の
高
い
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
有
す
る
法
人

の
発
行
す
る
有
価
証
券
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
（
募
集
総
額
二
億
七

八
一
〇
万
円
）
で
あ
る
。

同
社
が
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
三
月
に
か
け
て

募
集
し
た
の
が
、「
森
林
フ
ァ
ン
ド
・
一
号
投
資
事
業
匿
名
組
合
」

で
あ
る
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
募
集
総
額
の
半
分
は
山
梨
県
三
富

に
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
京
都
檜
原
（
ひ
の
は
ら
）
村
に
一
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
山
林
を
購
入
し
、
残
り
は
格
付
け
の
高
い
外
貨
建
て
債
券

な
ど
で
運
用
し
、
運
用
益
を
草
刈
り
や
間
伐
の
費
用
に
充
て
る
こ
と

に
し
て
い
る
（
図
表
６
）。

出
資
は
、
一
口
一
〇
万
円
で
、
募
集
総
額
七
三
〇
〇
万
円
、
全
国

八
四
人
の
投
資
家
が
出
資
し
た
。
運
用
期
間
は
一
四
年
（
二
〇
二
〇

年
八
月
末
）
で
、
損
益
は
、
木
材
等
お
よ
び
土
地
の
売
却
損
益
で
あ

る
。
な
お
、
出
資
者
に
は
、
植
樹
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。

手
数
料
は
、
申
込
手
数
料：

五
％
、
管
理
報
酬：

年
二
・
一
％
、

成
功
報
酬：

毎
期
の
計
算
上
の
利
益
の
二
一
・
〇
％
で
あ
る
。

（43）

図表６　「森林ファンド・１号投資事業匿名組合」のスキーム

当社

匿名
組合員

匿名
組合員

匿名
組合員

森林
ファンド・
１号
投資事業
匿名組合

フォレスト・
ファンド・
１号株式会社

（SI100％子会社）

利息・
配当収入
など

元本償還

土地売却
損益

木材等売却損益

出資金の一部で
外国債券等を購入

出資金の約50％を
目安に山林を購入

立木販売等

出資／投資
損益／分配（黒字の場合のみ）

（出所）サステイナブル・インベスターＨＰ、https://www.sustainable-investor.co.jp/si/fund/
detail.html



ま
と
め

近
年
、
農
林
業
へ
の
注
目
が
高
ま
る
中
、
銀
行
、
証
券
会
社
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
農
林
業
へ
の
取
り
組
み
が
進
展
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
萌
芽
的
・
限
定
的
で
あ
る
が
、
農
林
業
再
生
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
得

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
従
来
の
農
業
金
融
は
、
系
統
金
融
機
関
を
中
心
と
し
た
固
定
的
な
チ
ャ
ネ
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
様
々
な
フ

ァ
ン
ド
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融
チ
ャ
ネ
ル
が
複
線
化
し
、
選
択
の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
農

林
業
経
営
の
在
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。

次
に
、
現
在
の
農
業
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
後
継
者
不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
就
農
に
関
心
を
持
つ
若
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
就
農
す
る
際
に
は
、
一
種
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
で
あ
り
、
資
金
や
当
面
の
生
活

費
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
十
分
な
支
援
が
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
際
、
様
々
な
金
融
チ
ャ
ネ
ル
や
金

融
ス
キ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
れ
ば
、
新
規
参
入
や
就
農
支
援
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
に
、
金
融
機
関
は
支
店
網
や
取
引
先
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お
り
、
単
に
金
融
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

販
路
開
拓
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
面
の
支
援
も
可
能
で
あ
る
。
す
で
に
関
西
の
金
融
機
関
が
農
産
物
や
食
品
の
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
支
援

を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
12
）。

日
本
の
農
産
物
は
、
高
い
品
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
で
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
金
融
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
に
機
能
す
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
謝
辞
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
、
小
松
真
実
氏
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
）、
瀧
澤
信
氏
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
）、

饒
村
健
氏
（
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
投
資
育
成
株
式
会
社
）、
若
林
滋
和
氏
（
野
村
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
株
式
会
社
）、
西
澤
隆

（44）



（
同
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）

室
屋
有
宏
「
増
加
す
る
大
企
業
の
農
業
参
入
」『
農
中
総
研
情
報
』
二
〇
〇
九
年
九
月
号
、
二
〜
三
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
２
）

『
日
本
経
済
新
聞
』（
北
海
道
版
）
二
〇
〇
六
年
六
月
三
〇
日
、
参
照
。

（
３
）

愛
媛
銀
行
Ｈ
Ｐ：

http://w
w

w
.him

egin.co.jp/info/gaiya.htm
l

参
照
。

（
４
）

『
愛
媛
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
二
月
七
日
、
参
照
。

（
５
）

ド
ー
ガ
ン
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
Ｈ
Ｐ：

http://w
w

w
.dogan.jp/topics/data/pdf/20080730a.pdf#

search=
'

鹿
児
島
銀
行
ア
グ
リ

ク
ラ
ス
タ
ー
フ
ァ
ン
ド'

（
６
）

宮
崎
銀
行
Ｈ
Ｐ：

http://w
w

w
.m

iyagin.co.jp/pdf/0757_pdf_data.pdf#
search=

'

宮
崎
銀
行
ネ
オ
ア
グ
リ
フ
ァ
ン
ド'

（
７
）

『
日
刊
工
業
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
二
月
一
八
日
、
参
照
。

（
８
）

こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
農
林
中
金
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
農
林
中
金
が
出
資
す
る
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア
グ
リ
・
エ
コ
サ
ポ
ー
ト
基
金
」
が
出
資

す
る
も
の
で
あ
る
。
同
Ｈ
Ｐ：

http://w
w

w
.jabank-aes.or.jp/new

s/pdf/080804.pdf#
search=

'

農
林
中
金
ア
グ
リ
・
エ
コ'

、
参
照
。

（
９
）

関
雄
太
「
欧
米
機
関
投
資
家
の
注
目
を
集
め
る
森
林
投
資
」『
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
二
〇
〇
七
年
夏
号
、
一
七
八
〜
一
七
九
ペ
ー
ジ
、

参
照
。

（
10
）

飯
塚
正
章
、
神
坂
潔
、
オ
レ
グ
・
カ
ピ
ノ
ス
「
日
本
の
年
金
基
金
に
と
っ
て
の
森
林
投
資
の
導
入
意
義
」『
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

二
〇
〇
九
年
九
月
、
八
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
11
）

こ
こ
で
「
営
業
者
が
新
規
に
開
拓
し
た
販
路
」
と
し
て
い
る
の
は
、
従
来
の
販
路
が
、
森
林
組
合
を
通
じ
た
、
原
木
市
場
を
通
じ
て
の
丸

（45）



太
の
販
売
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
ト
ビ
ム
シ
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
、
西
粟
倉
村
で
商
社
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
「
森
の
学
校
」
が
、
製
品
市
場
を
通
じ
て
角
材
の
販
売
、
大
手
製
材
会
社
と
提
携
し
た
販
売
、
工
務
店
な
ど
と
提
携
し
て
の
住

宅
部
材
の
販
売
、
ワ
リ
バ
シ
の
原
木
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
12
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
五
日
、
参
照
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）

（46）


